
・Ӌຈ̧̘より会報 １ʌ６６̓ʙ１６̓０߸ٴび２月例

会Ҋ಺をडྖ。

・２０１̐ʙ２０１̑年度ロータリーखாのҊ಺がಧい

ております。Ձ֨は１６̐８࡭ԁ（੫ࠐみ）です。

おਃしࠐみされる方は幹事まで。

会һݚमҕһ会　� 　Ѩ෦ҕһ௕

　ຊ日は৬業奉仕とࣾ会奉仕に関わることをお

࿩させていただきます。

　৬業奉仕は「最もよく奉仕する者、最も多く

報われる」という言༿によく表れていると言わ

れます。৬業奉仕の理೦をఏএしたΞーサー・

フϨσリοク・γΣルυンという方の言༿をಡ

むと৭々なことに気ͮかされます。

　৬業人が自ら事業のܧ続的な発లをئうこと

は当たり前のことです。ا業ܦ営によって利ӹ

を得ることも当然のことで、ܾして൰しいこと

ではありません。しかし合๏的でない方๏や他

人から൷൑をཋびるような方๏で一時的に大き

な利ӹをあ͛たとしても、それは長続きするも

のではありません。γΣルυンは自ら事業をܧ

続的に発లさせる為のا業ܦ営の理೦と࣮ફ方

๏を考え出して、それをロータリーの৬業奉仕

理೦としてఏএしました。

　৬業奉仕というのはՊ学的で合理的なا業ܦ

営方๏のことであり、γΣルυンの৬業奉仕の

理೦にଇったا業ܦ営をすればܧ続的に利ӹが

得られることをূ明する࣮ફ理論であります。

その意ຯでいうと、他の奉仕活動とҧい、৬業

奉仕のडӹ者はロータリΞン自਎ということに
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なることに気ͮかされます。と言う事で、ロー

タリークラブの特௃であるγΣルυンの৬業奉

仕の理೦について、しばらくษ強してみようと

思います。気付いた事があれば、この場でॱ࣍

お࿩をしていこうと思います。

【ミニ情報】

　１９６̐年の౦ژΦリンϐοクでは、౦ژのロー

タリークラブでࣾ会奉仕としてΦリンϐοクに

参加することがا画され、ࠃ立ٕڝ場に੟Ր୆

をدଃし、期間中には都಺で「༑情の部԰」と

いう通༁常றのҊ಺ηンターを開ઃしました。

ຈΦリンϐοクの時も、๺ւಓの２地۠がશࡳ

。ଃしましたدに呼びかけ、੟Ր୆をࠃ

　２０２０年に向けてݐઃ༧ఆの新ࠃ立ٕڝ場には

新しい੟Ր୆が࡞られ、ݹいものはఫഇする༧

ఆでしたが、１９６̐年の੟Ր୆੡࡞にあたったர

෺৬人ླ໦ᤈ೭介さん、文ޗさん਌ࢠの࡞業場

がある઒ࢢޱがอଘをٻめる要望ॻをఏ出した

り、౦日ຊ大਒ࡂのඃࡂ地・ٶ城ݝੴࢢרが੟

Ր୆༠கに動いたり、̑０年ܦっても᧙せないՁ

஋をうったえる動きをडけて、文部Պ学লはࡢ

年຤にվम後の「新ࠃ立ٕڝ場」でอଘするこ

とをܾఆしました。

　１９６̐年౦ژΦリンϐοクの੟Ր୆はઓ後෮ڵ

の৅௃としてੈքにөし出され、その૖ઈな੡

աఔも合わせてඇ常にҹ৅ਂいものとなって࡞

おります。دଃの݅を知っている人は多いと思

いますが、こんなにもૉ੖らしいࣾ会奉仕が࣮

現されていることを紹介したく思い、ϛχ情報

とகしました。

・Φロロンスϊーύラダイス無事終ྃகしまし

た。クラブのྗڠありがとうご͟いました。

　燕会員

・高田਌ກ委員長にはいつも大変おੈ࿩になっ

ております。　� 大嶋会員

・２月̑日例会の出席報ࠂにޡりがありました。

గਖ਼してお࿳びਃし上͛ます。　� 齋藤会員

　前　回　　�̑８０ɼ６００ԁ

　今　回　　　�６ɼ０００ԁ

　累　計　 　５８６，６００円

「情報集会発表」

テーマ

１．特別会計と一般会計の一元管理について

２．クラブに入会して良かったこと

３．現状のクラブの問題点

《第̍班》　発表ɿງサブリーダー

੢୩（ӳ）リーダーの元、メンバーはฏҪ、中઒、

関໺、対അ（欠席）、ԕ藤、੢୩（ګ）、佐々໦、

ԏ、ྊ઒各会員

〔第１テーマ〕

・会員ݮ少に൐いຊ来は別管理の方がいいが、

しっかりした管理Լの元であれば一元管理も

良いのではないか。

・特別会計と一般会計でお金のିしआりが出来

るようにした方が良いのではないか。お金に

৭がついている༁ではないので、不ਖ਼๷止や

明࿕会計の為には、やはり今のままの特別会

計と一般会計で管理をした方が良い。しかし

年度開࢝直後は会අのೲ入の஗れもあり、会

の運営が厳しいのも事࣮であるので、理事会

にてお金を移動することをঝೝしてྟػԠ変

に出来るようにするのが良い。

・時の会計のやりやすいようにしても良いので

はないか。

〔第２テーマ〕

・入会することによって人຺がඇ常に増え、ੈ

୅を௒えた付き合いが出来た。異業種間の交

流もでき、自分自਎がロータリーにҭてられ

たのでクラブに感ँしたい。この気持ちが奉

仕活動につながるのだと思う。また、人にק

める事が出来るのだと思う。

・ロータリーは何か事業をする時、会員皆がڠ

ྗしてくれる。こんなૉ੖らしい事はない。

・奉仕活動にڵຯが無かったが、クラブに入会

した事により、奉仕活動について考えるよう

第��ճɹ２݄��೔ʢਫʣɹఱީ���ઇ
尉 尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

ϓϩάϥϜ�ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ

ニコニコＢＯＸ ・・・・・・・・



になった。

〔第３テーマ〕

・委員会活動をしっかりした方が良い。これは

最近の委員会活動について、一部の人しか動

いていない事もあるような気がする。委員長

だけでなく、委員会メンバーでの活動計画を

しっかり立てて、皆で取り組めるようにして

いった方が良い。

・新会員に対してしっかりと指導をした方が良

い。そうしなければ、その会員が中堅になっ

て指導する事が出来ずに可哀想である。また

クラブの質が落ちてしまう恐れがある。また

会を維持していく為には多少の厳しさも必要

である。昔の厳しい時の方がステイタスが高

かった。

・個人的に参加するクラブであるが、個々が成

長していかなければだめ。そうしないとクラ

ブが前に進んでいかない。

・厳しい意見として、例会には一人ひとりが、

しっかりと望まないとだらしなくなってしま

うのではないか。

《第２班》　鵜城サブリーダー

　第２班は今月の６日富丸にて、３班の開催日

に都合のつかなかった高田会員のご参加をいた

だき、８名にて開催いたしました。

　まず最初のテーマは、特別会計と一般会計の

一元化ですが、様々な意見が出ましたのでまと

めた形で発表をさせていただきます。

「会員数が多かった頃には、今日の様に年度当

初の運営資金などに頭を抱えることもなく、Ｂ

ＯＸなどで得た収入においては別会計として管

理していたが、現状においては、特別会計も含

めた運営が不可欠となっている以上、何れかの

時期において一元化することが望ましいのでは

ないだろうか。また、第１グループにおいては、

ＢＯＸの収入などを別会計にしているクラブは

留萌クラブのみという事を考えても、一元化へ

の移行は必然と考えることもできる。但し、Ｂ

ＯＸ収入などを一般会計に繰り入れた場合に生

じる問題点については、考量を重ね明文化など

の必要もあると考えられる」と、まとめさせて

いただきました。

　続きまして、クラブに入会して良かった事で

すが、様々な意見を頂戴いたしましたので、紹

介させていただきます。「異業種間での交流に

より、学ぶことが多い」、「奉仕する事により自

分が磨かれているように感じる」、「ロータリー

を通じて、誰がどの様な考え方を持っているの

か知る事が出来て、有意義である」などの意見

から、「楽しい」、「仲間がいて嬉しい」、「あずま

しい」、「居心地が良い」、「利害関係が無いので

良い」、などの意見まで様々と出ました。まと

めるなら、「仕事仲間では得る事の出来ない人

間関係をクラブで得られ、クラブの活動を通し

て人間として向上する事が出来た」と、させて

いただきました。　

　続いて、現状のクラブの問題点ですが、先ほ

どのテーマと打って変わって真剣な意見が多く

出ました。１．留萌クラブはとても良いクラブ

と言えるが、他クラブに比べるとゲストなどに

対しておもてなしが不十分ではないだろうか。

　また、会員の名称をちゃん付けや愛称で呼ぶ

場合は、ゲストの前では慎むなど、他の場面に

おいても、品位のある呼び方を心掛ける必要が

あるのではないか。２．何と言っても会員増強

の対策が必要である。常に増強の意識を持ち、

積極的に入会を働きかけないかぎり、会員増強

には結びつかない。３．以前は情報集会が前期、

後期と合わせて２回開催されており、またクラ

ブフォーラムも開催されるなど、会員同士で議

論する場が多かった。最近は会員間で議論する

場が少なくなった。会員間での議論はとても大

切であり、今後においてはもっと増やすべきで

はないだろうか。以上、クラブの問題点につい

ては３点にまとめて発表させていただきました

が、終止熱を帯びた意見が飛び交い、皆さんの

クラブに対する率直な思いが聞けた情報集会と

なりました。

《第３班》　福士サブリーダー

　１月２９日富丸にて午後６時３０分より開催。出

席者は、森（幹）、福士、佐藤、行徳、森（俊）各

会員。
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ᶃ特別会計と一般会計の一元管理について

　メリοトɿ会計ॲ理が؆୯になる。一元管理

した方が、҆ఆ的なݯࡒの֬อが出来ると

思う。

　σメリοトɿࣾ会奉仕活動のݯࡒがχίχί

ＢＯＸから出ているという意識がなくなっ

てしまう。ロータリーの奉仕のਫ਼ਆが๨れ

られるのではないか。

ᶄクラブに入会して良かったこと。

　ʓ良かったこと

　・異業種との交流が出来る。

　・ロータリークラブ活動のݪ点である奉仕活

動に;れることにより、仕事の仕方を見直

すことができました。

　ʓѱかったこと

　・ロータリークラブで活動するということは、

৭々な人におੈ࿩になることであり、ҭて

ていただくことであり、少しでもԸฦしを

したいと思い活動すると、またおੈ࿩にな

ると言う事である。Ώえに、やめられなく

なるということである。

ᶅ現状クラブの問題点

　・出席率が上がらない。入会のཤྺが୹い会

員の出席率を上͛る方๏が必要。

　・情報集会を増やす事により、新会員がロー

タリーのことをよくわかるػ会を࡞る必要

があるのではないか。先ഐ会員のݧܦஊや

ロータリーのղऍ、งғ気といったものが、

ロータリー؍のৢ成やクラブの同一ੑ、࿈

帯感にもつながる。

　・他のクラブの見学πΞーをا画して、Ҫの

中の֝にならない意識が必要ではないか。

　・会長の୎࿩があっても良いのではないか。

　・委員会報ࠂが少ない。

　・会員間のྱّがなお͟りにされていないか。

　「ロータリー会員は対౳であり、分けִては

ない」と言われているが、あるఔ度の常識や長

༮のংをหえ͵言動には一般ࣾ会人として஫意

が必要なことは言うまでもない事である。

《第̐班》　Ѩ部サブリーダー

　ೋϊٶリーダーのもと、１月２９日６時よりϫ

ンϙイントにて開催されました。参加メンバー

は、ೋϊٶ、Ѩ部、田中、௰ຊ、౉ᬑの̑名で

した。

ᶃ特別会計と一般会計の一元管理について

　・まずはࡉଇにある文言について、ࡉଇでは

クラブ運営に関する༧ࢉと࣊ળ奉仕活動運

営に関する༧ࢉで、「༧ࢉは２つの部分に

分けられるものとする。」とあり、その真意

がわかりͮらい。

　・繰りӽした積立金を活༻することで、期ट

の資金不଍はあるఔ度ղফされるのではな

いだろうか。

　・一般会計で会の運営、特別会計で奉仕活動、

という元々あるجຊ的な考え方を間ҧえな

ければ、運༻の形は変えても問題ないと思

う。

　・会長の意見に೚せ、಺情にあった形でやる

のが一൪。

　という意見がありました。

ᶄロータリークラブに入会して良かったこと。

　・知らない人と知り合いになれる。

　・入っていなければおそらく࿩すことのな

かった人と࿩すことが出来ていること。

　・ि１回の例会が、気持ちのٳまる場ॴ、ଉ

がつける時間になっていること。

　・࢛つのテストを言༿に出して、意識する事

が出来ているのは、元々その意識がなかっ

た自分としては大きいこと。

　・৬業分ྨで৭々な৬業、立場の人と意見交

。になるܹࢗすることが׵

ᶅ現状のクラブの問題点

　・お٬様が来ている時でもけじめ無くβϫβ

ϫしているҹ৅がある。先ഐや̨̖̖が気

付いた時஫意する౳の対策が必要。

ຊ的なマφーがない。Ϗδターやゲストج・　

に対するおもてなしの気持ちが଍りない。

　・例会のϏσΦࡱӨ中、マイクがޠࢲをरう

場合がある。

　・例会のงғ気を知る為、શ員が第１グルー

プ以֎へのメイクΞοプへ行ってԼさいと

いう意見も出されました。
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